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日時 9 月 28 日（日曜日）10時 00 分〜16 時 00 分 

















































 オープンな所、フレンドリーな所、刺激を受けました。あとユーモラスな所（30 代） 
 日頃知ることの出来ない研究チームの存在が判り京大の一部を知りました（40代） 
 選ぶことをためらうくらい研究者の熱い気持ちが伝わってきました（40 代） 












































後藤幸織（京都大学霊長類研究所 准教授） 「食と生薬による健康」 
小金丸聡子（京都大学大学院医学研究科 研究員） 「脳刺激で、運動・認知機能を取り戻す」 
加納靖之（京都大学防災研究所地震予知研究センター 助教）「過去の地震にまなぶ」 
金光義彦（京都大学化学研究所 教授） 「未来の太陽電池を創る～合言葉はナノ～」
跡見晴幸（京都大学大学院工学研究科 教授） 「100℃でも生育可能な超好熱菌」 
齊藤智（京都大学大学院教育学研究科 准教授） 「心の構えを切り替える心の働き」 
佐藤文彦（京都大学大学院生命科学研究科 教授） 「植物の薬用成分を効率的につくる」 
澄川貴志（京都大学大学院工学研究科 准教授） 「ナノサイズの材料の強さを知ろう！！」 
福田宏（京都大学地域研究統合情報センター 助教） 「音楽から地域を語れるか？」 
田中貴浩（京都大学大学院理学研究科 教授） 「重力波物理学の未来」 
柴田大輔（京都大学大学院農学研究科 特任教授） 「トマトって、なに？」 





田中功（京都大学大学院工学研究科 教授） 「材料開発のフロンティア：ナノ構造」 





今堀博（京都大学物質－細胞統合システム拠点 教授） 「太陽エネルギー変換に挑戦」 
増田亮（京都大学原子炉実験所 研究員） 「原子核からのぞく世界」 
小野輝男（京都大学化学研究所 教授） 「新規スピンダイナミクスデバイスの研究」















中村輝石（京都大学大学院理学研究科 特定研究員） 「ニュートリノ最先端」 
大北英生（京都大学大学院工学研究科 准教授） 「プラスチックでつくる太陽電池」 
児玉聡（京都大学大学院文学研究科 准教授） 「医療や科学技術の倫理について考える」 




近藤直（京都大学大学院農学研究科 教授） 「精密畜産を目指した和牛の情報管理」 
田中庸裕（京都大学 実験と理論計算科学のインタープレイ
による触媒・電池の元素戦略研究拠点 拠点長） 
田中功（京都大学 構造材料元素戦略研究拠点 拠点長） 
「元素戦略プロジェクト」 
竹内繁樹（京都大学大学院工学研究科 教授） 「光子のふしぎと量子情報科学」 
小嶋浩嗣（京都大学生存圏研究所 准教授） 「宇宙で電波をとらえる小型センサー」 
入江一浩（京都大学大学院農学研究科 教授） 「化学を武器にアルツハイマー病に挑む」 
乾晴行（京都大学大学院工学研究科 教授） 「炎を制する－超耐熱構造材料」 
延原章平（京都大学大学院情報学研究科 講師） 「水中生物の３次元自由視点映像」 
大谷雅之（京都大学大学院情報学研究科 特定研究員） 「世界の言葉を繋ぐ『言語グリッド』」 





眞田昌（京都大学大学院医学研究科 助教） 「遺伝子からみた老化とがん」 
西本希呼（京都大学白眉センター／東南アジア研究所 特定助教）「言語多様性 vs.生物多様性」 
学校名 出展タイトル 
大阪府立長尾高等学校 理科課題研究班 「船橋川の水質に関する研究」 
京都府立嵯峨野高等学校 スーパーサイエンスラボ 「淀川水系のヌマチチブは外来種？」 
兵庫県立御影高等学校 環境科学部生物班 「六甲山には何種類のキノコがある？」 
奈良県立青翔高等学校 理数科 「遺跡の桃から日本の桃のルーツにせまる」













































































































































日時 9 月 28 日（日曜日）10時 30 分〜12 時 00 分／13 時 30 分〜15 時 00 分 




会場には 4 つのちゃぶ台ブースが設置され、10 時 30 分から 12 時の間に 3 つ、13 時






































































日時 出展代表者氏名（所属 職名） 出展タイトル 
9 月 28 日（日） 
10 時 30 分～ 
12 時 00 分 
和田敬仁（京都大学大学院医学研究科 准教授） 「いのちのバトン ―体験型ヒト遺伝教室
―」 
西村周浩（京都大学白眉センター 特定助教） 「日本でヨーロッパについて語る？」 
村瀬雅俊（京都大学基礎物理学研究所 准教授） 「統合知 ―新たな学問の創成に向けて
－」 
9 月 28 日（日） 
13 時 30 分～ 











井上元（京都大学大学院工学研究科 助教） 「未来の“クルマ”とその“社会”」 




















日時 9 月 28 日（日曜日）10時 30 分〜11 時 30 分 
12 時 00 分〜13 時 30 分 
14 時 30 分〜16 時 00 分 









































きたワークショップは企業から行政や大学まで 300 件を超える。 










 言語データ分析の未来を感じました（30 代） 
 絵を描いている人がいたが、絵が小さくて見えなかった。でも、話の聞き流していた部分を、描いてい
る人が途中で質問してくれたので、確認できた（30代） 









日時 9 月 28 日（日曜日）10時 30 分〜11 時 30 分 

































この座談会の詳細は以下の URL をご覧ください。 
http://research.kyoto-u.ac.jp/zadankai01/ 
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●テーマ「震災映像の想像力と市井の人々～京大所蔵関東大震災記録フィルムをめぐって～」 
日時 9 月 28 日（日曜日）12時 00 分〜13 時 30 分 
会場 京都大学百周年時計台記念館 ２階 会議室Ⅳ 
 





スピーカー 田中傑（京都大学防災研究所 特任助教） 
 大澤浄（東京国立近代美術館フィルムセンター 研究員） 
小川直人（せんだいメディアテーク 学芸員） 
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●テーマ「コトバのデータベースが社会を変える？：コーパスの意義と可能性を探る」 
日時 9 月 28 日（日曜日）14時 30 分〜16 時 00 分 







パネリスト 家入葉子（京都大学大学院文学研究科 教授） 
黒橋禎夫（京都大学大学院情報学研究科 教授） 
佐藤恵子（京都大学医学部附属病院臨床研究総合センター 特任准教授） 






























































































































日時 9 月 28 日（日曜日）10時 00 分〜16 時 00 分 













































































































時刻 延べ人数 時刻 延べ人数
14:03-14:15 33 15:00-15:15 12
14:15-14:30 15 15:15-15:30 21
14:30-14:45 8 15:30-15:45 28
14:45-15:00 6 15:45-16:00 11
計 134





日時 9 月 28 日（日曜日）11時 30 分〜12 時 30 分 
会場 京都大学百周年時計台記念館 ２階 会議室Ⅲ 
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 ミニトーク「お伽草子の世界 －奈良絵本・絵巻を楽しむ－」 
日時 9 月 28 日（日曜日）13時 30 分〜14 時 00 分 
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「お伽草子の世界 －奈良絵本・絵巻を楽しむ－」レポート 



















































日時 9 月 28 日（日曜日）10時 00 分〜15 時 30 分 




























 ドリンクを飲みながらゆっくりと話を聞ける（20 代） 
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乳幼児 20代 30代 40代 50代 60代 70代 90代 (空白)









来場者 487 人 
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いて、Q8 から Q10 の３つの質問をアンケートに組み込みました（アンケート用紙参照）。それぞれの質問へ
の回答パターンによって、来場者を６タイプ（セグメント）に分けることができます。 
参考文献 
Community Interest and Engagement with Science and Technology in Victoria Research Report – June 2007. 
 
  
Ｑ8. 関心がありますか？ Ｑ9. 調べますか？ Ｑ10. 見つけられましたか？ セグメント 
1 or 2 1 1 2 
1 or 2 1 2 or 3 3 
1 or 2 2 - 1 
3 or 4 or 5 1 - 6 
3 2 - 4 
4 or 5 2 - 5 
セグメント 1: Interested in science but not active in searching for science information.  
セグメント 2: Interested in science, active in searching for science information and able to find information  
that they can easily understand. 
セグメント 3: Interested in science, active in searching for science information but either unable to find it  
or when they do find it have difficulty understanding it. 
セグメント 4: Neutral towards science and not actively searching for science information. 
セグメント 5: Disinterested in science and not actively searching for science information. 
セグメント 6: Neutral or disinterested towards science but active in searching for science information. 
















来場者 487 人 





























































 日ごろ、接することがない技術に触れることができた（20 代） 
 皆さん丁寧に声をかけて下さって話しやすかったです（30 代） 
 話を聞いて深いところまで教えてくれて良かった（30 代） 




 いろいろなことが身近なものに感じた（50 代） 
 多様な内容のプレゼンがあり、大いに刺激を受けた（50 代） 
 専門の研究者から話をきくことができた。聞く者の基礎知識によって深度が違うのは良くもあり悪くも
あり。しかし時間的なことを考えると仕方がない（50 代） 
 とても知的です。そして、とてもわかりやすいです（60 代） 



















 経済系も欲しい（20 代） 
 たまに、ボードに貼ってある資料が長文のため読みにくかった。（プレゼンと同じように、見やすさを
重視するといいかもしれない）（20 代） 
 １つ１つのスペースが狭かった（30 代） 
 話を聞こうとするとかなり接近しないと聞きとりづらいことがある。単日開催では話を聞きに行くには
時間が足りない（40 代） 
 パンフレットが置いていないブースがあるので、パンフレットがあるブースを増やしてほしい（40 代） 
 前情報が無く来ました。つまり、広報力が弱かったのかなと思いました（40 代） 
 歴史系のブースがほしかった（50 代） 



















































参加研究者 224 名 
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来場者からの賞についてのアンケートでコメント数の多かった上位 10 件は以下の出展でした。 
 













「プラスチックでつくる太陽電池」：出展代表者 大北英生（京都大学大学院工学研究科 准教授） 
・早く実用化してほしいで賞 ・難しいことわかりやすく説明してくれたで賞 
「重力波物理学の未来」：出展代表者 田中貴浩（京都大学大学院理学研究科 教授） 
・ロマンがあるで賞 ・研究内容が本当におもしろかったで賞 
「東アフリカ牧畜民：サバンナを生きる」：出展代表者 田暁潔（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究
研究科 5 年一貫博士課程）、泉直亮（京都大学アフリカ地域研究資料センター 研究員） 
・もっと知りたくなるで賞 ・アフリカを身近にしま賞 
「DNA オリガミを使ってできること」：出展代表者 板東俊和（京都大学大学院理学研究科 准教授） 
・オリジナルな視点にびっくり賞 ・オリガミってすごいで賞 
  













































   ドキドキしたで賞 
 




























































































   ロマンがあるで賞 
 
 























































































































































































   今も未来も輝いていますねで賞 
 














































   みんなの意見をもっとききたい賞 
 
 






































 電池の元素戦略研究拠点 拠点長） 





   研究を頑張って実用化してほしいで賞 
 
 
















































































































高齢化社会を迎えつつある日本において、2 人に 1 人はがん


























   マダガスカルに興味が出たで賞 
 
  















































二酸化炭素（CO2）と水（H2O）になります。この CO2と H2O を
光触媒を使って人類に有用な資源にする研究をしています。










































































































10 ○ 福田宏・京都大学地域研究統合情報センター 助教 
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17 ○ 諸熊奎治・京都大学福井謙一記念研究センター 
畑中美穂・京都大学福井謙一記念研究センター 
鈴木聡・京都大学福井謙一記念研究センター 
Sameera W. M. C. ・京都大学福井謙一記念研究センター 
Ramozzi Romain ・京都大学福井謙一記念研究センター 







18 ○ 宮野公樹・京都大学学際融合教育研究推進センター 准教授 


























23 ○ 丁愛美・京都大学大学院教育学研究科 修士課程 






































28 ○ 平田知久・京都大学大学院人間・環境学研究科 学振特別研究員（PD） 
















31 ○ 児玉聡・京都大学大学院文学研究科 
佐藤恵子・京都大学医学部附属病院臨床研究総合センター 
















































































40 ○ 延原章平・京都大学大学院情報学研究科 講師 
41 ○ 大谷雅之・京都大学大学院情報学研究科 特定研究員 
42 ○ 服部敬弘・京都大学大学院文学研究科 特別研究員 
43 ○ 山本博之・京都大学地域研究統合情報センター 准教授 
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西芳実・京都大学地域研究統合情報センター 准教授 
44 ○ 中道治久・京都大学防災研究所附属火山活動研究センター 准教授 
45 ○ 眞田昌・京都大学大学院医学研究科 助教 










47 ○ 西本希呼・京都大学白眉センター／東南アジア研究所 特定助教 




49 ○ 西村周浩・京都大学白眉センター 特定助教 










52 ○ ネイサン・バデノック・京都大学白眉センター／東南アジア研究所 特定准教授 
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 京都大学「研究大学強化促進事業」ホームページ（K.U. Research）およびフェイスブック 
http://research.kyoto-u.ac.jp/news/academic-supporter/ 
https://www.facebook.com/k.u.research 
アカデミックデイ 2014 のブログ・レポートをしてくれる学生サポーター（K.U. Research 公式サポータ
ー）を募集しました。 
  






 京都新聞 2014 年 9 月 29 日（月）社会 









 京都大学「研究大学強化促進事業」ホームページ（K.U. Research） 
http://research.kyoto-u.ac.jp/news/academicday_report/ 





ックデイ 2014 の様子を紹介してくださいました。 
 
  










中辻憲夫 物質－細胞統合システム拠点（iCeMS） 教授 
西村いくこ 理学研究科 教授 
北野正雄 工学研究科 教授 
植田和弘 経済学研究科 教授 
楠見孝 教育学研究科 教授 
伊勢田哲治 文学研究科 准教授 
田中耕司 学術研究支援室 室長 
川﨑宏 研究国際部研究推進課 課長 
中村一也 広報・社会連携推進室 室長 
 
「国民との科学・技術対話」若手ワーキンググループ委員 
水町衣里 物質－細胞統合システム拠点（iCeMS） 特定研究員 
元木環 情報環境機構／学術情報メディアセンター 助教 
磯部洋明 宇宙総合学研究ユニット 特定准教授 
江間有沙 白眉センター／情報学研究科 特定助教 
白井哲哉 学術研究支援室 ＵＲＡ 
 
京都大学ＵＲＡネットワーク 
神谷俊郎 南西地区ＵＲＡ室 ＵＲＡ 
荒井祐介 本部構内（文系）ＵＲＡ室 ＵＲＡ 
森下明子 学術研究支援室 ＵＲＡ 
仲野安紗 学術研究支援室 ＵＲＡ 
白井哲哉 学術研究支援室 ＵＲＡ 







永田奈緒美 学術情報メディアセンター 教務補佐員 
  








デザイン（広報・サイン・記念品） 学術情報メディアセンター コンテンツ作成室 
 元木環、永田奈緒美、奥村昭夫 
 
学生サポーター 草場哲（大学院理学研究科 修士１回生） 
 倉田康平（農学部 ３回生） 
 才木真太朗（生態学研究センター 博士課程１回生） 
 金岡歩美（理学部 ２回生） 
 降旗大岳（理学部 ２回生） 




監修 ｢国民との科学・技術対話｣ WG 
 
図：運営体制 




2014 年 1 月  会場予約（京都大学百周年時計台記念館） 
 5 月 上旬 第 1回ミーティング（昨年度振り返り、今年度企画検討） 
 6 月 上旬 第 2回ミーティング（企画検討） 
 中旬 出展要項作成 
 下旬 出展公募開始 
 7 月 上旬 京都大学ホームページ掲載依頼（開催告知） 






























 27 日 夕方設営準備 
 28 日 京都大学アカデミックデイ 2014 
 
10 月 上旬 報告書たたき台作成開始 
学生レポート提出 




 下旬 出展高校に参加証送付 
 11 月  WEB にて座談会レポート掲載（KU Research） 
 12 月  報告書送付 
 
  















2014 年 1 月       
 5 月 上旬      
 6 月 上旬      
 中旬 作成     
 下旬 納品     
 7 月 上旬  作成    
 中旬   作成   
 下旬  外部発注    





 中旬   納品 作成  
 下旬      
 9 月 上旬    入稿 作成 
 中旬     入稿 
 下旬  納品  納品 納品 
 
  

















A 今の仕事（研究、進路）を選ぶきっかけになった本 ----------------------------------------- p.109 
 
B 今ハマっている本（誰かとこの本について話したい）---------------------------------------- p.113 
 
C 若者にお勧めしたい本 ------------------------------------------------------------------- p.116 
 
D 自分の研究に関連して紹介したい本 ------------------------------------------------------- p.120 
 
座談会・本トークの登壇者からの推薦図書 --------------------------------------------------- p.125 
 




















































111  京都大学アカデミックデイ （2014 年 9月 28 日） 報告書 
 
『てんぎゃん』（岸大武郎著、集英社） 





















“L'ecriture et la difference” (Derrida, J., Seuil) （『エクリチュールと差異』（ジャック・デリダ著、合田正人・谷口博史
訳、法政大学出版局）※ 
①この本に所収の「暴力と形而上学」という論文で、「他者の他者性を無視して、自らと同じものと見なすことは、他




“L’ apparition du Livre” (Febvre, L., and Martin, H-J., Albin Michel)（『書物の出現〈上〉〈下〉』（リュシアン・フェー
ブル、アンリ=ジャン・マルタン著、関根素子他訳、ちくま学芸文庫）※ 
①書物というメディアがどのようにかたち作られたかを、社会史という視点から明らかにした古典とも言える本です。































『海底 2 万マイル』（ジュール・ベルヌ著、加藤まさし訳、講談社青い鳥文庫）※ 












































































































“The Language of the Gods in the World of Men: Sanskrit, Culture, and Power in Premodern India” (Sheldon Pollock, 























































































































『ウィーバー 分子生物学』（ロバート・F.・ウィーバー著、 杉山弘他監訳、伊藤伸子他訳、化学同人）※ 
①百科事典のように分子生物学に関する事項について、実験データに基づいて詳しく書かれた専門書です。特に、専
門知識を深めるための指針として、分子生物学を志す若い研究者に本著を推薦します。 
②板東俊和（京都大学大学院理学研究科）「No. 25： DNA オリガミを使ってできること」 



































































に関しては参考書が列挙されている。1 日で読める楽しい入門書。  
②西本希呼（京都大学白眉センター／東南アジア研究所）「No.47：言語多様性 vs.生物多様性」 
『絶滅していく言語を救うために―ことばの死とその再生』（クロード・アジェージュ著、糟谷啓介訳、白水社）※ 













































①日本の 1400 年間にわたる被害地震のカタログ。 
②加納靖之（京都大学防災研究所地震予知研究センター）「No. 3：過去の地震にまなぶ」 






























































②板東俊和（京都大学大学院理学研究科）「No.25： DNA オリガミを使ってできること」 
"Hello My Big Big Honey!: Love Letters to Bangkok Bar Girls and Their Revealing Interviews” (Walker, D., and 
Ehrlich, R., S., Last Gasp of San Francisco) 





"Les mots et les choses: une archéologie des sciences humaines” (Foucault, M., Gall)（『言葉と物――人文科学の考古
学』（M フーコー著、渡辺一民・佐々木明訳、新潮社）※ 
①思想史、あるいは歴史書としても読むことができる、M. フーコーの代表的著作です。彼はこの本で、私たちがよ























































































魅せてくれます。登場人物の表情が 1 人 1 人みんな違うのも見どころの 1 つ！自分の命と家族とのつながりをやさし
く教えてくれる、とっても心温まる 1 冊です。 
②和田敬仁（京都大学大学院医学研究科）「No.48：いのちのバトン―体験型ヒト遺伝教室―」 


























































127  京都大学アカデミックデイ （2014 年 9月 28 日） 報告書 
 
干潟にすむ目立たない小さな生きものたち（貝やカニやゴカイなど）にも絶滅危惧種がたくさんいます。それぞれの













































128  京都大学アカデミックデイ （2014 年 9月 28 日） 報告書 
 
【若者にお勧めしたい本】 
















































































































“Fundamentals of Clinical Trials 4th ed.”  (Friedman L M., Furberg, C D., DeMets, D L., Springer)  
私が臨床試験を初めて学んだのは 1990 年頃、米国のノースキャロライナ大学の公衆衛生学部です。この本はそこ
で教科書として使用されていました。とても良い本ですので、教員の Ed Davis 先生に「なぜこの本を選んだのか」
とたずねたところ、「ペーパーバックスで学生が買いやすいから」というお返事で、ずっこけました。 
『患者の権利』（アナス G J 著、谷田憲俊監訳、NPO 法人患者の権利オンブズマン編訳、明石書店）※ 
医療では、洋の東西を問わず、「病気のことを熟知しているのは医師なので患者は医師に従っていればよい」という
やり方が一般的でした。しかし、患者に施される医療については患者本人が決めなくてはならず、それは患者の権






























































































































































































入れることが可能となった時代に、あらためて情報の読み解き方を考えた本。「災害対応の地域研究」シリーズ第 1 巻。 


















































問合せ 〒606−8501 京都市左京区吉田本町 京都大学学術研究支援室 
Tel：075-753-5113 
E-mail：shirai@kura.kyoto-u.ac.jp 
